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法
人
会
は
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営
者
の
団
体
で
あ
る
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宇都宮税務署　副署長

矢井田  直輝

こ

宇

着
任
の
ご
挨
拶

宇都宮税務署　署長

栗原 茂雄

の
度
の
人
事
異
動
で
、
宇
都
宮

税
務
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
栗
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
野
原

署
長
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
公
益
社
団
法
人
宇
都
宮
法
人
会
の
皆

様
方
に
は
、
平
素
よ
り
法
人
会
活
動
を

通
じ
て
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に

対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な

る
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
宇
都
宮
税
務
署
は
も
と
よ
り

栃
木
県
内
勤
務
は
初
め
て
で
、
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
宇
都
宮
税
務
署
に
勤
務
で

き
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
う
と
と
も

に
、
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
本
事
務
年
度
も
私
以
下
２
１
１
名
の
職

員
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
職
員
一
同

一
丸
と
な
っ
て
、
信
頼
さ
れ
る
税
務
行

政
の
推
進
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

「
よ
き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
団
体
」

と
し
て
、
税
知
識
の
普
及
や
納
税
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
熱

心
に
取
り
組
ま
れ
、
公
益
性
の
高
い
様
々

な
事
業
活
動
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。

　
特
に
、
各
支
部
や
青
年
部
会
及
び
女

性
部
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
正
し
い
税

意
識
の
普
及
を
目
的
と
し
た
租
税
教
室

を
17
支
部
で
実
施
す
る
ほ
か
、
青
年
部

会
で
は
「
税
金
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」
、

女
性
部
会
で
は
「
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
、
「
税
金
○×

ク
イ
ズ

大
会
」
等
を
開
催
す
る
な
ど
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
社
会
貢
献
活
動
で
は
「
宇
都

宮
・
気
仙
沼
さ
ん
ま
祭
り
」
、
「
フ
ェ

ス
タ
my
宇
都
宮
２
０
１
８
」
等
で
の
法
人

会
活
動
の
P
R
と
税
の
啓
発
運
動
に
努

め
ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
税
に
関
す
る
各
種
研
修
会
の

開
催
や
「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

を
活
用
し
た
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
向
上
へ
の
取
組
な
ど
を
通
じ
、

会
員
の
積
極
的
な
自
己
啓
発
を
支
援
し
、

企
業
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
宇
都
宮
法
人
会
の
活
動
は
、

税
務
執
行
に
携
わ
る
私
ど
も
と
い
た
し

ま
し
て
も
大
変
心
強
い
限
り
で
あ
り
、

黒
本
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
並
び
に
会

員
皆
様
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
尽
力
の
賜
物

で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
皆
様
方
と
連
絡
・
協
調
を
図
り
な

が
ら
、
法
人
会
活
動
に
で
き
る
限
り
の

協
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
の
経
済
活
動
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
第
四
次
産
業
革
命
と
呼

ば
れ
る
Ａ
Ｉ
等
の
技
術
革
新
に
伴
う
社
会

構
造
の
変
化
は
、
想
像
を
は
る
か
に
超

え
た
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
28
年
11

月
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
来
年
10
月
に

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
上
げ
と
同
時
に
、

消
費
税
の
「
軽
減
税
率
制
度
」
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
１
月
末
に
開
催
さ
れ
た
関
係

府
省
庁
会
議
に
お
い
て
、「
軽
減
税
率
制

度
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
、
関
係
府
省

庁
が
引
き
続
き
連
携
を
図
り
、
よ
り
一

層
の
制
度
周
知
・
広
報
に
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
い
う
政
府
方
針
が
決
定
さ
れ
、

国
税
当
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
方

公
共
団
体
や
関
係
民
間
団
体
等
に
加
え
、

金
融
機
関
や
各
種
事
業
者
団
体
等
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
当
制
度
の
周
知
・

広
報
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
、

い
わ
ゆ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

も
、
平
成
30
年
税
制
改
正
に
よ
り
、
政

省
令
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
併
せ

て
周
知
・
広
報
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
税
務
行
政
を
取
り

巻
く
様
々
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
に

は
、
私
ど
も
の
力
の
み
で
は
自
ず
と
限

り
が
あ
り
、
皆
様
の
お
力
添
え
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
宇
都
宮
法
人
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
方

の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
心

か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
宮
税
務
署
副
署
長
の
矢
井
田

で
ご
ざ
い
ま
す
。
法
人
課
税
事

務
及
び
酒
税
事
務
を
引
き
続
き
担
当
い

た
し
ま
す
。
単
身
赴
任
２
年
目
と
な
り

ま
す
が
昨
年
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
日

頃
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

２



お問い合わせ先

宇都宮税務署 法人課税第二部門
℡028-621-2151（代表：自動音声案内）

開催日 開催時間 開催場所

宇都宮税務署　新陣容

平成 30年分年末調整説明会が開催されます

（法人会関係部門）

宇都宮税務署

河内地区市民センター
　宇都宮市中岡本町 3221-411 月 20 日 （火）

上三川いきいきプラザ
　河内郡上三川町大字上蒲生 127-111 月 21 日 （水）

宇都宮市文化会館
　宇都宮市明保野町 7-66

10：30～12：30（午前の部）
13：30～15：30（午後の部）

10：30～12：30（午前の部）
13：30～15：30（午後の部）

10：30～12：30（午前の部）
13：30～15：30（午後の部）11 月 22 日 （木）

宇都宮市

上三川町

宇都宮市

※「年末調整のしかた」と「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」をご持参ください。
※年末調整関係用紙等の送付枚数は、一定枚数となっておりますので、不足がある場合は、説明会会場又
は税務署窓口でお受け取りください。

　なお、年末調整関係の用紙は、国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】からも入手できます。
※上記の会場では、午後の部に限り、年末調整説明会に引き続き、約一時間、消費税の軽減税率制度等の
説明会も併せて開催しておりますので、是非ご参加ください。

※昨年の開催場所であった「宇都宮市河内総合福祉センター」が、「河内地区市民センター」に変更となっ
ておりますので、ご注意ください。

対象地域（者）

自動音声案内の「２」をお選びください。
税務署の担当部署におつなぎします。

署長
副署長（個資）
副署長（総広管徴）
副署長（法酒）
特別国税調査官（総合調査）
特別国税調査官（開発調査）
特別国税調査官（法人）
総務課長
税務広報広聴官
税務広報広聴官
特別国税調査官（法人）
特別国税調査官（法人）
特別国税調査官（法人）
特別国税調査官（法人）
特別国税調査官（源泉）
法人課税第一部門　統括国税調査官
法人課税第二部門　統括国税調査官
法人課税第三部門　統括国税調査官
法人課税第四部門　統括国税調査官
法人課税第五部門　統括国税調査官
法人課税第六部門　統括国税調査官
法人課税第七部門　統括国税調査官
情報技術専門官（法人担当）
国際税務専門官（法人担当）
国際税務専門官（法人担当）
特別調査情報官
審理専門官（法人担当）
法人課税部門　連絡調整官

局総務部　次長
関信審判所　副審判官
（留任）
（留任）
（留任）
栃木税務署　副署長
局調査査察部　調査第一部門　総括主査
局総務部　人事第一課　課長補佐
（留任）
朝霞税務署　徴収部門　統括国税徴収官
（留任）
（留任）
桐生税務署　総務課長
大宮税務署　特別国税調査官（法人）
（留任）
春日部税務署　法人課税第一部門　統括国税調査官
下館税務署　法人課税第二部門　統括国税調査官
（留任）
宇都宮税務署　法人課税第二部門　統括国税調査官
（留任）
（留任）
（留任）
（留任）
浦和税務署　国際税務専門官（源泉）
局調査査察部　調査管理課　情報技術専門官
大田原税務署　法人課税第一部門　統括国税調査官
川口税務署　審理専門官（法人）
大田原税務署　法人課税第一部門　総括上席調査官

栗原　茂雄
永塚　光一
角木　美恵
矢井田直輝
鈴木　貴之
石澤　聖志
斎藤　正浩
金髙吏佐子
鈴木百合子
横田　幸彦
福島　英明
大須賀一正
神山　　秀
山形　秀之
前原　精一
江利川　寛
鯉沼　恭子
荒川　一美
岡田　恭一
阿部　靖彦
増山　庸夫
田中　正昭
武藤　賢治
石橋　勝志
横田　健治
碓井　　尚
遠山　知子
根津　　隆

職　　　名 氏　名 前　　　職

 ３



税の百人一首の募集要項

11月11日から17日は「税を考える週間」です。
税務署からのお知らせ

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深め
ていただくため、1年を通じて租税に関する啓発活動を行っています。
　特に、毎年 11 月 11 日から 17 日までの 1 週間を「税を考える週間」として、こ
の期間を中心に様々な情報を提供するとともに、税務行政に対するご意見やご要望を
お寄せいただく機会としています。
　今年の「税を考える週間」では、「くらしを支える税」をテーマとして、国税庁ホー
ムページ (http://www.nta.go.jp) 内に特設ページを設け、国税庁の各種取組について
紹介するほか、YouTube の国税庁動画チャンネルで各種情報を発信しています。
　ぜひ、この機会に税について考えてみてはいかがでしょうか。

応募資格

課 題
応募点数
応募方法

応募期間
応 募 先

主 催

後 援
そ の 他

宇都宮市、上三川町に居住する人
宇都宮市内又は上三川町内の小・中・高等学校、専門学校、大学などに通学する
児童、生徒、学生
「税に関するもの」をテーマにした短歌
制限なし（自作・未発表のものに限る。）
応募用紙又は郵便はがき（作品・住所・氏名・職業・年齢・電話番号を明記）で
応募する。
平成 30 年 10 月１日㈪～11 月２日㈮
〒320-0857 宇都宮市鶴田 2-21-14
（公社）宇都宮法人会内「税の百人一首」実行委員会事務局　TEL 028-648-9466
「税の百人一首」実行委員会事務局
【構成団体】宇都宮税務行政協力会、宇都宮税務署管内租税教育推進協議会

宇都宮税務署管内国税モニター会
宇都宮税務署
優秀作品には賞を贈呈し、作者の氏名とともに税の普及啓発活動に活用する。
なお、作品は返却しない。

①

②
③
④

⑤
⑥

⑦
　

⑧
⑨

税務署
だより

ポイント！ポイント！

※予約の際には、お名前・ご住所・ご相談内容等をお伺いいたします。※予約状況により、希望の相談日時に添えない場合がありますのでご了承願います。

1 宇都宮税務署（TEL : 028-621-2151）へ電話する
2 自動音声案内 : 「２」 を押す
3「相談の予約をしたい」旨を伝える

「事前予約制」宇都宮税務署での
相談は としております

４



宇都宮税務署  栗原署長

矢井田副署長

宇都宮法人会  黒本会長

■

税
制
改
正
提
言
活
動

　
平
成
30
年
８
月
31
日
㈮
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
に

お
い
て
、
本
部
・
支
部
・

青
年
部
会
・
女
性
部
会
役

員
合
同
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
、
１
３
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
宇
都
宮
税

務
署
栗
原
署
長
に
「
税
務

雑
話
」
と
題
し
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
各
委
員
会

委
員
長
が
活
動
状
況
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　
第
三
部
で
は
、
矢
井
田

副
署
長
に
よ
る
乾
杯
の
ご

発
声
の
後
、
懇
親
会
が
始

ま
り
、
栗
原
署
長
を
は
じ

め
、
宇
都
宮
税
務
署
幹
部

の
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
役
員
と
の
交
流
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

本
部
・
支
部
・
青
年
部
会
・
女
性
部
会

役
員
合
同
懇
談
会

　
平
成
30
年
８
月
９
日
㈭
・
10
日
㈮

に
宇
都
宮
市
議
会
正
副
議
長
と
宇
都

宮
市
長
に
対
し
、
黒
本
会
長
・
深
澤

副
会
長
・
水
沼
税
制
委
員
長
・
和
氣

税
制
副
委
員
長
・
須
藤
税
制
顧
問
・

事
務
局
で
、
平
成
31
年
度
税
制
改
正

提
言
を
行
っ
た
。

　
提
言
書
に
つ
い
て
は
、
各
支
部
役

員
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
結

果
を
も
と
に
、
税
制
委
員
会
で
提
言

内
容
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね
、
税
制

改
正
提
言
書
を
作
成
し
た
。

　
提
言
書
を
宇
都
宮
市
議
会
正
副
議

長
及
び
宇
都
宮
市
長
に
直
接
手
渡
す

と
と
も
に
、
水
沼
委
員
長
か
ら
詳
細

な
説
明
を
行
っ
た
。

会員増強運動 推進中!!
健全な経営、正しい納税、社会に貢献 健全な納税者の団体・良き経営者を目指す者の団体…それが法人会です。

この10月から12月は会員増強運動月間です。

会員の皆様の近くに未加入の会社がありましたら、ぜひ法人会への加入をお勧めください。

入って良かった
法人会を目指します!

1 法人会に加入すると異業種との交流や社会的評価が高まり、企業の繁栄が図れます。
2 健全な納税者として税務署の信頼が得られます。
3 法人会活動を通し、地域社会へ貢献ができます。

８月10日㈮宇都宮市長へ提言書を渡す
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　（
公
社
）
宇
都
宮
法
人
会
主
催
、
関

東
信
越
税
理
士
会
宇
都
宮
支
部
、
下
野

新
聞
社
後
援
に
よ
る
時
局
講
演
会
が
９

月
６
日
㈭
、
午
後
６
時
か
ら
ベ
ル
ヴ
ィ

宇
都
宮
に
１
１
０
人
の
聴
衆
を
集
め
て

開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
は
テ
レ
ビ
に
も
数
多
く
出
演
さ

れ
て
い
る
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
の
伊
藤
惇

夫
氏
で
、「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
と

経
済
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
主
な
内

容
は
以
下
の
と
お
り
。

●
総
理
の
抱
く
三
大
欲
望

①
　「
一
日
で
も
長
く
」　
現
在
安
倍
政

権
は
２
３
０
０
日
を
超
え
て
お
り
、

３
選
し
て
任
期
を
終
え
れ
ば
約
３
５

０
０
日
に
も
な
る
。
平
均
６
２
０
日

を
考
え
れ
ば
相
当
な
長
期
政
権
で
あ

り
、
明
治
以
降
の
総
理
で
は
最
長
に

な
る
。

②
　「
解
散
・
総
選
挙
」
数
あ
る
権
限

の
中
で
も
最
強
の
権
限
で
あ
り
、
１

度
は
使
っ
て
み
た
い
と
い
う
欲
に
か

ら
れ
る
と
い
う
。
安
倍
首
相
は
過
去

２
回
使
っ
て
お
り
、
両
方
と
も
突
然

の
よ
う
に
見
え
た
が
周
到
な
準
備
を

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
勝
利
で
き
た
。

３
選
す
れ
ば
、
危
機
的
状
況
や
憲
法

改
正
時
に
３
回
目
も
あ
り
得
る
の
で

は
。

③
　「
歴
史
に
名
を
残
す
」
過
去
名
前

が
残
っ
て
い
る
総
理
に
は
、
外
交
で

成
果
を
上
げ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る

こ
と
が
多
い
が
、
北
朝
鮮
の
拉
致
問

題
や
、
ロ
シ
ア
の
北
方
領
土
問
題
は

全
く
動
い
て
い
な
い
。
安
倍
首
相
は

憲
法
改
正
が
で
き
れ
ば
そ
れ
で
名
前

が
残
る
で
あ
ろ
う
。

●「
安
倍
一
強
」
の
光
と
影

　
過
去
「
○
○
一
強
」
と
呼
ば
れ
た
政

権
は
一
度
も
な
い
。
現
在
は
政
治
に
対

し
て
安
定
志
向
が
強
い
国
民
が
多
く
、

政
治
の
安
定
な
け
れ
ば
経
済
の
安
定
も

な
い
と
考
え
て
い
る
の
が
一
因
で
あ
る
。

さ
ら
に
非
力
な
野
党
に
も
原
因
が
あ
る
。

民
主
党
の
失
敗
に
よ
り
国
民
の
期
待
が

わ
か
な
い
こ
と
で
、
過
去
と
比
べ
て
も

全
く
力
が
な
い
。
ま
た
、
安
倍
首
相
が

選
挙
に
強
い
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
要

因
で
あ
る
。
衆
議
院
と
参
議
院
の
選
挙

は
５
連
勝
し
て
お
り
、
誰
も
文
句
は
つ

け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
強
で
あ
る

が
ゆ
え
に
霞
が
関
の
中
央
官
庁
の
不
祥

事
が
頻
発
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

●
自
民
党
総
裁
選
の
動
向
と

　
　安
倍
政
権
を
待
ち
受
け
る
も
の

　
圧
倒
的
に
安
倍
首
相
が
有
利
で
あ
ろ

う
。
石
破
さ
ん
と
の
一
騎
打
ち
に
な
る

が
、
お
そ
ら
く
勝
つ
。

　
問
題
は
３
選
後
に
待
ち
受
け
る
も
の

で
あ
る
。

　
ま
ず
は
沖
縄
県
知
事
選
で
あ
る
。
現

在
、
玉
城
氏
が
圧
倒
的
に
有
利
で
あ
る
。

も
し
こ
の
ま
ま
玉
城
氏
が
沖
縄
県
知
事

に
な
れ
ば
、
最
初
の
石
に
つ
ま
ず
く
こ

と
に
な
る
。

　
次
に
経
済
と
外
交
の
問
題
。
株
価
の

上
昇
や
有
効
求
人
倍
率
な
ど
数
字
は
良

く
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
実
質
賃

金
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
景
気
が
良
く

な
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
人
は
非
常

に
少
な
い
。
だ
が
、
批
判
の
声
が
少
な

い
の
は
安
倍
政
権
は
看
板
の
掛
け
替
え

が
う
ま
く
国
民
に
期

待
を
持
た
せ
て
い
る

か
ら
。「
地
方
創
生
」

↓「
女
性
活
躍
」↓「
一

億
総
活
躍
」↓「
働
き

方
改
革
」↓「
人
づ
く

り
革
命
」。
そ
の
最
た

る
例
が
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
で
あ
る
。
し

か
し
、
今
の
時
代
で

は
政
府
の
政
策
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

の
は
ほ
ん
の
一
部
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

そ
ろ
そ
ろ
国
民
に
説

明
し
始
め
た
ほ
う
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
外
交
で
は
ま
だ
大

き
な
成
果
が
な
い
。

信
頼
関
係
を
非
常
に

大
切
に
し
て
い
る
が
、

最
後
は
自
国
の
利
益

が
一
番
で
あ
り
、
外
交
と
は
冷
徹
に
動

く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
理
解
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
最
後
に
安
定
政
権
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
を
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。
人

口
減
少
国
家
で
あ
り
、
下
り
坂
を
ゆ
っ

く
り
下
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、

30
年
後
、
40
年
後
で
も
い
い
の
で
平
ら

に
な
っ
て
い
く
と
い
う
長
期
的
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
し
て
ほ
し
い
と
語
り
、
講
演
を

終
え
た
。

講師の伊藤惇夫氏

講演会会場風景

時　局
講演会

時
代
の
転
換
期
を
見
つ
め
る
ー
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
と
経
済
ー

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト

伊
藤
惇
夫
氏

６



　
平
成
30
年
度
栃
木
県
法
人
会
連
合
会

会
員
研
修
会
が
９
月
10
日
㈪
「
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　
第
１
部
で
は
、
関
東
信
越
国
税
局
消

費
税
課
課
長
補
佐
で
あ
る
加
藤
裕
氏
が

「
消
費
税
軽
減
税
率
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
、
平
成
31
年
10
月
１

日
よ
り
実
施
さ
れ
る
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
の
対
象
品
目
や
帳
簿
・
請
求
書

の
記
載
方
法
の
変
更
点
、
税
額
の
計
算

方
法
な
ど
を
レ
ジ
ュ
メ
を
活
用
し
な
が

ら
説
明
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
政
治
評
論
家
で
あ
り

読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
で
あ
る
橋
本

五
郎
氏
が
「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
と

経
済
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　
冒
頭
、
夏
の
甲
子
園
で
活
躍
し
た
地

元
秋
田
の
金
足
農
業
高
校
の
話
題
に
ふ

れ
、
彼
ら
が
こ
れ
だ
け
感
動
を
も
た
ら

し
た
の
は
、
私
立
の
強
豪
高
と
は
違
い

練
習
環
境
や
雪
が
多
い
自
然
環
境
な
ど

厳
し
い
環
境
だ
が
、
置
か
れ
た
状
況
の

中
で
最
善
を
尽
く
し
頑
張
っ
て
い
る
姿

が
日
本
中
の
共
感
を
呼
ん
だ
の
だ
と

語
っ
た
。

　
続
い
て
本
題
に
入
る
と
、
自
民
党
の

総
裁
選
に
つ
い
て
、
高
い
確
率
で
現
職

の
安
倍
首
相
が
勝
つ
だ
ろ
う
と
述
べ
、

石
破
氏
に
は
厳
し
い
戦
い
に
な
る
と
予

想
し
た
。
話
題
は
安
倍
首
相
再
選
後
に

何
を
期
待
す
る
か
に
移
り
、
自
身
が
新

内
閣
発
足
時
に
書
い
て
い
る
安
倍
首
相

宛
て
の
７
回
の
コ
ラ
ム
の
見
出
し
を
そ

の
ま
ま
き
ち
ん
と
で
き
れ
ば
、
必
ず
支

持
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
語
っ
た
。
そ
の
見

出
し
は
、

①
非
情
の
宰
相
で
あ
れ

②
長
期
政
権
を
考
え
る
な

③
心
耳
を
澄
ま
し
謙
虚
な
政
治
を

④
度
量
の
広
さ
を
示
せ

⑤
左
ウ
ィ
ン
グ
を
広
げ
よ

⑥
信
無
く
ん
ば
立
た
ず

⑦
王
道
の
政
治
を
歩
め

で
あ
る
。

　
ま
た
、
安
倍
内
閣
に
対
す
る
不
満
は

地
方
に
対
す
る
思
い
や
り
に
欠
け
て
い

る
点
だ
と
述
べ
、
過
疎
化
が
進
む
生
ま

れ
故
郷
の
秋
田
の
話
か
ら
、
両
親
の
思

い
出
に
及
ん
だ
。
経
済
的
に
苦
し
い
中

で
子
ど
も
６
人
に
最
高
教
育
を
受
け
さ

せ
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
、
誰
よ
り

も
最
後
に
寝
て
最
初
に
起
き
、
朝
５
時

半
に
は
７
人
分
の
弁
当
を
用
意
し
て
く

れ
た
母
親
。
そ
の
母
親
か
ら
は
、

①
何
事
に
も
手
を
抜
く
な
。
常
に

全
力
で
こ
と
に
当
た
れ
。

②
傲
慢
に
な
る
な
。
常
に
謙
虚
で

あ
れ
。

③
人
を
嫌
い
に
な
る
な
。
自
分
よ

り
優
れ
て
い
る
点
を
見
よ
。

の
３
つ
の
教
え
を
受
け
た
こ
と
な
ど
。

　
最
後
に
橋
本
氏
は
「
政
治
の
信
頼
を

取
り
戻
す
に
は
、
政
治
家
に
減
私
奉
公

の
精
神
が
必
要
だ
」
と
語
り
、「
政
治

に
大
切
な
の
は
心
で
あ
る
」
と
講
演
を

締
め
く
く
っ
た
。

会場風景

県　連
研修会

「
消
費
税
軽
減
税
率
に
つ
い
て
」

加
藤

　裕
氏

第１部

「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
と
経
済
」

政
治
評
論
家・読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員

橋
本
五
郎
氏

第２部

関
東
信
越
国
税
局
消
費
税
課

課
長
補
佐

講師の加藤裕氏

講師の橋本五郎氏
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企 業 紹 介

□住所：宇都宮市大谷町1088
□ＴＥＬ：０２８‐６５２‐０５３１　□ＦＡＸ：０２８‐６５２‐０４１０
□事業種：倉庫業

株式会社 屏風岩
代表取締役／渡　辺　久　子

　当社は、文化３年（1806年）に初代渡辺安左エ門によって創
立し、昭和22年に会社組織として設立しました。以前は、採石
業を主な仕事としていましたが、現在はその採石場の跡地を利
用し、その特性を生かしたワインの熟成倉庫業、また生ハム製
造の会社への賃貸、自社の不動産賃貸、管理をしています。
　明治時代に建築された二棟の大谷石の蔵（栃木県の指定文化
財・平成30年度日本遺産構成文化財認定〈宇都宮〉）が大谷地
区の入口に建っています。
　これからも、大谷の良さ、美しさを広め、少しでも地域貢献
できる会社を目指しています。

□住所：宇都宮市岩本町394-5　□ＴＥＬ：０２８‐６２１‐６５５１
□ＦＡＸ：０２８‐６２２‐２４２６　□ＵＲＬ：https://dr-reform.com/
□事業種：住宅・店舗 デザイン設計施工

株式会社 ドクターリフォーム・サンセイ
代表取締役／一級建築士　山　口　弘　人

　私たちは、大手ハウスメーカーや家電量販店で取り扱うパッ
クリフォーム商品とは異なるオーダーメイドの提案型リフォー
ムを得意とする建築士・施工管理技士・インテリアコーディネ
ーターで構成される建築・リフォームのプロ集団です。ジブン
好みの理想的な空間をプロから提案を受け、一緒に造っていき
たいと思う方のお声がけをお待ちしております。
　当社の社名である「サンセイ」とは「清く・正しく・誠実
に」の３つの「セイ」を表しています。清潔な環境・正しい企
業姿勢・誠実な行動、これらを社是として豊かな空間をお客様
と共に造っていきたいと考えております。

□住所：宇都宮市中央本町3番11号
□ＴＥＬ：０２８‐６３６‐８６０５　□ＦＡＸ：０２８‐６３４‐４７８４
□事業種：薬局（身体障がい者日常生活用具委託業者・保険調剤・
　　　　　医薬品小売販売業・相談薬局）

有限会社 喜美  一條薬局
取締役／曽　根　玲　子

〈事業内容〉
　昭和23年６月、義母である故曽根喜美子が宇都宮市一条町に
開局。現在は宇都宮市中央本町（宇都宮中央郵便局北側）に開
局しております。一人でも多くの薬局利用者様の、笑顔で心身
ともに豊かな暮らしのお手伝いをさせていただけたらと願って
おります。お気軽にお立ち寄り下さい。

□住所：宇都宮市江曽島町1252-7
□ＴＥＬ：０２８‐６５８‐１３０１　□ＦＡＸ：０２８‐６５８‐１３０２
□事業種：車輛看板デザイン・施工

有限会社 松屋文字店
代表取締役／阿　見　勝　介

　弊社は昭和30年よりここ宇都宮にて操業させて頂き今日に至
っております。主に車輛等の看板を主事業と致しまして県内の
ディーラ一様及びプ口自動車整備事業者様のご信頼にお応えす
るべく現在では少数派になりつつある、生粋の職人集団であり
たいと考えております。
　また、最近ではより広く一般のお客様とのお取引に力を入れ、
より身近なＣＩデザイン等の提案などを通じ、多様な営業活動
に生かしたいと思っております。
　今後ともよろしくお願い申し上げます。



９

企 業 紹 介

□住所：宇都宮市末広1-2-23　□ＴＥＬ：０２８‐６５３‐００７２
□ＵＲＬ：https://suzume-ph.jimdo.com/　□事業種：薬局

有限会社 スズメ薬局
代表／小 野 村　淳

　初代社長 小野村近が戦地から引き上げて宇都宮市末広に有限会社スズメ薬
局を開設して70年。保険薬局として処方箋調剤と、健康相談・子宝相談・スト
レス相談などアットホームな相談薬局として地元密着型の営業をしております。
　厚生労働省の提唱する「セルフメディケーション」とは、「軽度な病気や怪
我は自分で手当てする。」という意味です。つまり、自分自身の健康に責任を
持つ（病気を未然に防ぐ）という意味であり、当社が取り組んでいる「未病対
策、身体元気・こころ元気」の一環といえます。
　テレビやネットからの溢れる情報に惑わされることのないよう、健康に関し
ては薬剤師、登録販売者にご相談ください。
　健康で安心した暮らしを求める地域の人々にとって欠かせない「かかりつけ
薬剤師」となるために、日々努力していきます。

□住所：宇都宮市宝木本町1139-17
□ＴＥＬ：０２８‐６６５‐２７２７
□事業種：飲食業

和食処 なかむら
代表／砂　川　宝　一

　旬の山の幸・海の幸を盛り込んだメニューが楽しめる和食の
店です。
　また、ソーキそばやテビチ、ミミガーなど沖縄出身のオーナ
ーが作る郷土料理も提供しております。
　冬には霜降り和牛ロース肉を使ったすき焼きやあんこう鍋な
ど10種類の鍋料理を用意しております。
　お気軽にお越しください。

□住所：宇都宮市元今泉１丁目23-7
□ＴＥＬ・ＦＡＸ：０２８‐３０６‐１３５５
□事業種：飲食業

中国料理 あん（株式会社 あん）
オーナーシェフ／久　郷　一　実

　当店では広東料理をベースとした中国料理をご堪能いただけ
ます。店内は中国とヨーロッパのテイストが融合したモダンな
家具やインテリアで整えられ、かつてヨーロッパで流行した“シ
ノワズリ（中国趣味）”を思わせ、お客様を優雅な気分へと誘い
ます。
　那須烏山市にある「久郷農園」から直送される新鮮な野菜や
米を使用した当店自慢のオリジナル中国料理をぜひお楽しみく
ださい。

□住所：宇都宮市問屋町4313-46 KHVビル１階
□ＴＥＬ：０２８‐６５７‐５３５０　□ＦＡＸ：０２８‐６５７‐５５７０
□ＵＲＬ：http://www.khv.co.jp/　□事業種：製造業

株式会社 芳賀ビニール
代表取締役／羽　石　匡　志

　弊社はフィルム・シート加工業として、ビニールカーテンな
どの間仕切カーテンの加工や現場施工、また産業資材、農業資
材の販売を中心として行っており、楽天やヤフーなどでの小売
り販売も行っております。
　当社の目指す姿は、「社会的な存在価値のある企業」であり、
当社がお客様に提供するサービスを通じて、世の中の進歩・発
展の一部であっても、貢献することができる企業を目指してお
ります。



（公社）宇都宮法人会 TEL.028-648-9466
http://www.utsuhou.or.jp/

宇都宮法人会会員
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一億円の重さに挑戦

宇都宮市立岡本北小学校 6 年生

マロニエ支部

駅 東 支 部

石井横田支部

陽南幕田支部

さくら支部

西原花房支部

馬場宮園支部

中 央 支 部

北 支 部

　

清 原 支 部

雀 宮 支 部

宇都宮市岩曽町１３７７－５２

宇都宮市竹林町８９５ 沼子ビル３階

宇都宮市下川俣町８１－１

宇都宮市簗瀬１－１９－１０

宇都宮市問屋町３１７２－５６

宇都宮市西川田町８６７－５ B１０５

宇都宮市鶴田３－１－１

宇都宮市花園町１４－１１

宇都宮市池上町２－８

宇都宮市中央本町３－１１

宇都宮市宝木本町２１４１番地

宇都宮市横山１－４－１９

宇都宮市清原台１－２１－４

宇都宮市みどり野町７－１２

経営コンサルタント業 

一般電気工事業 

自動車部分品・附属品小売業 

一般土木建築工事業 

板ガラス卸売業 

法律事務所 

税理士事務所 

菓子小売業

医薬品小売業

社会保険・社会福祉・介護事業 

社会保険・社会福祉・介護事業 

美容業 

電気通信に附帯するサービス業 

㈱アシスト関東

㈱栃木パワーテクノ

㈲アップライジング

㈱ K- ハウス

毛塚硝建㈱

Ｉｃｈｉｋａ㈱

弁護士法人高木光春法律事務所

税理士 島田訓明事務所

㈲梅月堂菓子司

㈲喜美　一條薬局

（福）宝生会

（特非）栃木アニマルセラピー協会

㈲ドゥッカ・ドゥッカ

PT.Bears

林　　　弘　子

岡　本　隆　夫

齋　藤　幸　一

江　面　幸太郎

渡　辺　圭　子

星　　　磨由美

高　木　光　春

島　田　訓　明

渡　部　和　雄

曽　根　玲　子

沼　尾　成　美

永　井　亜　希

小　出　　　学

松　熊　光　浩

新会員紹介 （平成30年６月～平成30年８月入会）

所属支部 法人名 代表者 住　　所 業　　種

あん摩マッサージ指圧師・はり師
・きゅう師・柔道整復師の施術所 

租
税
教
室

社
会
貢
献
事
業

河
内
支
部

■
講
師
／
河
内
支
部

　
　
　
　
　
　支
部
長

　後
藤

　甫

　河
内
支
部
で
は
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、

租
税
教
室
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
六
年

に
な
り
ま
す
。

　現
在
は
、
年
に
三
校
の
小
学
校
で
の
租

税
教
室
を
二
人
の
会
員
に
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　初
め
の
頃
は
、
霧
中
で
時
間
の
配
分
の

事
、
う
ま
く
説
明
し
、
正
確
に
伝
え
ら
れ

る
か
と
、
講
師
講
習
会
を
思
い
だ
し
て
行

う
し
か
頭
に
な
く
、
又
ク
ラ
ス
に
よ
り
児

童
の
反
応
の
違
い
に
、
と
ま
ど
い
な
が
ら

進
め
ま
す
。

　だ
が
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
に
よ
る
税
金

の
使
途
に
つ
い
て

の
ク
イ
ズ
と
、
そ

の
ク
イ
ズ
に
ヒ
ン

ト
に
な
る
D
V
D

の
「
マ
リ
ン
と
ヤ

マ
ト
不
思
議
な
日

曜
日
」
を
視
聴
し

た
後
に
、
先
ほ
ど
の
シ
ー
ト
の
ク
イ
ズ
を

説
明
し
授
業
が
終
り
と
な
り
ま
す
。

　授
業
の
ス
タ
ー
ト
時
に
は
、
消
費
税
は

払
い
た
く
な
い
と
言
っ
て
い
た
児
童
も
、

払
っ
て
も
よ
い
と
答
え
て
く
れ
た
時
は
、

「
ほ
っ
と
」
し
ま
し
た
。

　今
で
は
、
大
人
だ
け
で
な
く
子
供
達
も

買
物
を
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
時

に
は
、
消
費
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
納
税
者
と
な
る
わ
け
で
す
。

　こ
の
租
税
教
室
に
よ
り
ほ
ん
の
一
部
で

あ
れ
、
納
め
た
税
金
が
、
こ
ん
な
時
、
こ

ん
な
所
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
早
い

う
ち
に
知
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　実
際
に
、
自
分
で
納
め
た
税
金
が
、
ど

こ
で
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
の
位
使
わ
れ
て

い
る
か
。
又
そ
れ
を
誰
が
決
め
て
、
決
め

る
人
を
誰
が
選
ぶ
か
へ
と
、
関
心
が
わ
い

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　早
い
う
ち
よ
り
、
税
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
健
全
な
納

税
意
識
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
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女性部会も合同での対談風景

伊原部会長の進行で　
くじ引きいたしました

署長室にて参加者全員で集合写真

講師の早川氏。丁寧に
お話しいただきました

黒本会長にもお手伝い
いただきました

船田副部会長の謝辞

とちおとめ25にもくじ引きをお手伝いいただきました

約300名のメンバーが参加

懇親会終了後、宇都宮のメンバーで集合写真

10月～２月 租税教室

11月９日 第32回全国青年の集い
岐阜大会

11月３日 宇都宮・気仙沼
さんまフェスタ協力

２月23日 第３回
税金ウルトラクイズ

11月 経営者育成セミナー

３月 県下青年部会合同講演会

今後の主な事業

　
宇
都
宮
税
務
署
管
内
人
事
異
動
に

よ
り
栗
原
茂
雄
税
務
署
長
が
赴
任
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
去
る
７
月

18
日
㈬
に
女
性
部
会
と
合
同
で
宇
都

宮
税
務
署
に
表
敬
訪
問
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
副
署
長
の
矢
井
田
様
を
は
じ
め
税
務

署
の
皆
様
に
も
温
か
く
迎
え
ら
れ
会
議

室
に
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
年
部
会
や
女
性
部
会
の
本
年
度
の
予

定
や
活
動
内
容
や
事
業
参
加
の
お
願
い

な
ど
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
有
意

義
な
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
最
後
に
例
年
恒
例
と
な

り
ま
し
た
署
長
室
に
て
記
念
撮
影
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
お
忙
し

い
中
、
お
時
間
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
８
月
31
日
㈮
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

に
て
本
部
・
支
部
・
青
年
部
会
・
女
性

部
会
役
員
合
同
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
青

年
部
会
は
懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例

年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
く
じ
引
き
に
よ

る
豪
華
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画

で
す
。
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
と

の
温
か
い
お
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
め
息
あ
り
歓
声
あ
り
の
和
や
か
な
雰

囲
気
で
懇
親
会
も
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
終
了
後
は
、
宇
都
宮
税
務
署

の
皆
様
、
本
部
や
支
部
の
役
員
の
皆
様

及
び
女
性
部
会
の
皆
様
と
和
気
藹
々
と

懇
親
を
深
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
年
に
１
回
の
周
期
で
関
東
甲
信
越

法
人
会
青
年
部
会
の
合
同
セ
ミ
ナ
ー
が

行
わ
れ
ま
す
。
６
県
が
持
ち
回
り
の
中
、

こ
の
度
は
栃
木
県
に
て
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
、
去
る
９

月
７
日
㈮
宇
都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

て
約
３
０
０
名
の
会
員
が
集
ま
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
当
法
人
会
は
ご
当
地
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
午
前
中
か
ら
会
場

設
置
、
リ
ハ
ー
サ
ル
や
駐
車
場
誘
導
か

ら
お
も
て
な
し
ま
で
メ
ン
バ
ー
と
事
務

局
一
丸
と
な
っ
て
設
営
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
は
〝
あ
し
か
が
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
〞を
運
営
さ
れ
て
い
る〝
株

式
会
社 

足
利
フ
ラ
ワ
ー
リ
ゾ
ー
ト 

会

長
　
早
川
慶
治
郎 

氏
〞
を
お
迎
え
い

た
し
ま
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
の
過
去
の
経
歴
か
ら
あ
し
か
が
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
現
在
に
至
る
ま
で
の

経
緯
、
そ
し
て
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
ビ

ジ
ネ
ス
ヒ
ン
ト
ま
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
あ
る

内
容
で
非
常
に
た
め
に
な
る
お
話
で
し

た
。
ま
た
、
懇
親
会
で
は
、
地
元
ア
イ

ド
ル
の
〝
と
ち
お
と
め
25
〞
に
よ
る
ラ

イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り
景
品
が

当
た
る
く
じ
引
き
も
あ
り
で
、
と
て
も

盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
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と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
寄
贈

田中正司副会長・横松宏明社会貢献委員長・
三井勝茂社会貢献副委員長・日高裕章専務に活動を見学していただきました。

９月14日㈮の下野新聞に掲載され、多くの方々に活動をお知らせできました。

　
７
月
18
日
㈬
と
８
月
８
日
㈬
の
両
日

介
護
用
品
の
作
製
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
国
立
病
院
機
構
宇
都
宮
病

院
よ
り
昨
年
寄
贈
し
た
食
事
時
に
使
用

す
る
汚
れ
防
止
用
の
エ
プ
ロ
ン
を
再
び

リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
、
苦
労
し
た
裏
地
と
し
て
防
水

シ
ー
ト
を
縫
い
合
わ
せ
る

事
や
バ
イ
ヤ
ス
テ
ー
プ
の

扱
い
等
々
、
今
回
は
皆
様

手
際
よ
く
余
裕
を
も
っ
て

作
製
で
き
、
ま
た
、
相
互

の
交
流
も
図
れ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
１
０
０
枚
作
製
と

い
う
の
は
、
や
は
り
大
変
で
し
た
。
延

べ
52
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
本
当
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
ん
と
な
く
楽
し
く
な
る
よ
う
な
模

様
・
配
色
の
エ
プ
ロ
ン
が
仕
上
が
り

患
者
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
様
を
想
像

し
ま
し
た
。「
食
事
タ
イ
ム
が
ひ
と
時

で
も
楽
し
く
な
り
、
そ
し
て
、
70
℃
の

殺
菌
洗
濯
に
耐
え
、
で
き
る
限
り
長
持

ち
し
て
役
立
っ
て
欲
し
い
」
と
願
っ
て

い
ま
す
。
（
広
報
委
員
長 

永
井
京
子
）

　
９
月
11
日
㈫
社
会
貢
献
の
一
環
と
し

て
手
作
り
し
た
介
護
用
品
の
贈
呈
式
を

国
立
病
院
機
構
宇
都
宮
病
院
に
伺
い
、

行
い
ま
し
た
。
沼
尾
院
長
先
生
や
多
く

の
ス
タ
ッ
フ
に
迎
え
ら
れ
、
20
年
継
続

で
あ
る
事
・
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
品
で

あ
る
事
等
に
感
謝
の
言
葉
も
沢
山
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
、
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
社
会
貢
献
委
員
長 
牧
野
美
代
子
）

　
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
始

ま
っ
た
と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
寄
贈
が
、
３
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
皆
様
に
呼
び
か
け
て

８
月
21
日
に
集
ま
っ
た
食
料
品
を
お
届

け
し
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
は
、
様
々
な
支
援
活
動
を
行

っ
て
い
る
団
体
で
、
そ
の
中
の
フ
ー
ド

バ
ン
ク
宇
都
宮
は
、
低
所
得
母
子
家
庭

等
や
子
供
食
堂
の
支
援
を
主
に
行
っ
て

い
ま
す
。
寄
贈
に
伺
っ
た
際
、
職
員
の

方
が
「
こ
う
い
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
団
体
が
あ
る
こ
と
は
周
知
し
て
も
ら

っ
て
い
て
も
、
実
際
に
必
要
と
し
て
い

る
人
は
、
昼
夜
問
わ
ず
働
い
て
い
る
た

め
、
食
料
品
を
取
り
に
さ
え
来
ら
れ
な

い
と
い
う
場
合
も
あ
る
た
め
、
月
に
１

回
程
度
は
そ
う
い
っ
た
家
を
訪
問
し
て

届
け
て
い
る
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
年
間
８
０
０
万
ト
ン
の
食

料
品
が
ま
だ
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
廃
棄
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
、
こ
う
い
っ
た

「
も
っ
た
い
な
い
」

が「
あ
り
が
と
う
」

に
少
し
で
も
有
効

活
用
さ
れ
る
よ
う

希
望
し
、
今
後
も

賛
同
予
定
で
す
。
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理

会

税

士

（
文
責

　関
東
信
越
税
理
士
会

　
　
　
　宇
都
宮
支
部

　北
條
進
午
）

e-
T
a
x 

に
つ
い
て

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成29年度

出典：国税庁ホームページ

34,842

490,584

3,633,890

6,136,866

10,430,168

所得税

32,484

100,857

510,626

982,505

2,128,054

法人税

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成29年度

9,638

101,975

286,986

443,706

745,056

消費税
（個人）

33,524

117,193

580,928

1,118,060

1,624,911

消費税
（法人）

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成29年度

13,528

206,054

582,077

1,005,824

2,202,367

法定調書

（単位：件） 1
e-

T
a
x 

と
は

　ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
確
定
申
告
や
納
税
、
申
請

や
届
け
出
な
ど
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

こ
と
で
、
従
来
税
務
署
に
出
向
い
て

行
っ
て
い
た
手
続
き
が
、
自
宅
や
勤
務

先
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

2
e-

T
a
x 

の
利
用
件
数
（
主
な
手
続
）

3
e-

T
a
x 

の
変
遷

⑴
　
平
成
16
年
２
月
名
古
屋
国
税
局

管
内
で
運
用
開
始
、
同
年
６
月
全

国
へ
運
用
拡
大
す
る
も
、
電
子
証

明
書
の
取
得
、
I
C
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
の
購
入
が
必
要
な
ど
の

制
約
か
ら
著
し
く
低
調
で
し
た
。

⑵
　
平
成
18
年
11
月
〜
20
年
１
月
、

①
税
理
士
に
よ
る
代
理
送
信
制
度

の
導
入
、
②
所
得
税
の
還
付
申
告

に
係
る
還
付
金
の
３
週
間
内
処
理
、

③
電
子
証
明
書
等
税
額
控
除
の
導

入
、
④
添
付
書
類
の
省
略
制
度
な

ど
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
結
果
、

平
成
19
年
度
末
に
は
大
幅
に
利
用

拡
大
、
そ
の
後
も
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の

利
便
性
が
広
く
社
会
に
浸
透
す
る

な
ど
に
よ
り
利
用
拡
大
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

⑶
　
そ
の
後
も
逐
次
利
用
が
拡
大
し

平
成
29
年
度
の
所
得
税
の
利
用
件

数
は
1
0
0
0
万
件
を
超
え
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

⑷
　
今
後
も
、
平
成
31
年
１
月
か
ら

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
に
よ
る

申
告
受
付
開
始
な
ど
の
利
用
環
境

の
整
備
や
平
成
32
年
４
月
か
ら
は

資
本
金
1
億
円
超
の
大
法
人
な
ど

に
電
子
申
告
の
義
務
化
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

4
法
人
会
の
取
組

　
法
人
会
で
は
、
税
に
対
す
る
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
①
法
人
会
役

員
及
び
役
員
企

業
の
率
先
利
用

を
は
じ
め
、
②

税
理
士
に
対
す

る
代
理
送
信
の

働
き
か
け
、
③

様
々
な
機
会
を

利
用
し
た
広
報
、

④
利
用
推
進
宣

言
の
実
施
な
ど

の
活
動
を
通
じ

て
、
導
入
当
初

か
ら
会
を
あ
げ

て
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の

利
用
拡
大
に
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
会
員
の
皆
様
ご

承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

5
税
理
士
会
の
取
組

　
税
理
士
会
で
は
、
国
の
施
策
で
あ
る

電
子
政
府
の
実
現
は
、
納
税
者
の
利
便

性
向
上
に
繋
が
る
と
の
認
識
の
も
と
、

税
理
士
の
み
の
電
子
署
名
で
の
代
理
送

信
や
添
付
書
類
、
受
信
通
知
、
税
額
控

除
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
も
、
利
用
者

の
視
点
に
た
っ
た
提
言
を
積
極
的
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。

6
今
後
の
e-

T
a
x

　
経
済
社
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
が
進
展
す
る

中
、
税
務
手
続
き
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
を
推
進
し
、
デ
ー
タ
の
円
滑

な
利
用
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会

全
体
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
と
い
う
要

請
は
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
り
、
ま
た
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
に
何
ら

抵
抗
感
を
も
た
な
い
若
い
世
代
が
社
会

の
中
核
を
担
う
こ
と
に
な
る
今
日
に
お

い
て
、
申
告
と
い
え
ば
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
と

い
う
の
が
当
た
り
前
と
な
る
日
も
近
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
も
時
代

の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。
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医師が語る健康のお話

医師　宝 住 与 一

ほうずみ・よいち
　日光市生まれ、宇都宮高校、北海道大学医学部卒業、昭和54年
宇都宮市で開業、宇都宮市医師会役員を経て、宇都宮市医師会
長、栃木県医師会長、日本医師会副会長を歴任

Yoichi Houzumi不養生のすゝめ②

　
人
間
の
体
を
守
る
し
く
み（
医

学
的
に
は
免
疫
と
言
っ
て
い
る
）

は
、
複
雑
で
今
に
至
る
も
分
か

ら
な
い
事
だ
ら
け
で
あ
る
。

　
節
制
に
つ
と
め
、
体
に
と
っ

て
良
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
し
、

悪
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
一
切

止
め
た
ら
長
生
き
で
き
る
か
と

い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
、
あ
る
免

疫
学
的
調
査
が
行
わ
れ
た
。
か

な
り
多
数
の
人
を
二
つ
に
分
け
、

片
方
は
生
活
を
節
制
し
て
い
て

サ
プ
リ
メ
ン
ト
も
飲
み
健
康
診

断
等
も
き
ち
ん
と
受
け
る
グ

ル
ー
プ
、
も
う
片
方
は
自
由
気

ま
ま
な
生
活
を
し
て
い
て
健
康

診
断
も
受
け
な
い
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
り
、
両
方
の
グ
ル
ー
プ
を

10
年
間
に
亘
っ
て
追
跡
調
査
し

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
結
果

は
、
節
制
し
た
グ
ル
ー
プ
は
25

〜
30
%
の
人
が
死
亡
し
た
の
に

対
し
て
、
節
制
を
し
な
か
っ
た

グ
ル
ー
プ
で
は
一
人
も
死
亡
し

な
か
っ
た
と
い
う
。

　
笑
い
が
絶
え
な
い
よ
う
な
生

活
を
し
て
い
る
人
は
ス
ト
レ
ス

が
少
な
い
た
め
、人
が
本
来
持
っ

て
い
る
免
疫
作
用
が
働
き
、

N
K
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
）

細
胞
が
、
が
ん
の
発
生
を
防
止

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
、
免
疫

学
の
分
野
で
は
こ
の
調
査
を
大

変
重
要
視
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
内

容
の
論
文
は
何
年
か
前
か
ら
学

会
で
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
が

ん
治
療
学
会
サ
イ
ド
か
ら
は
、

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
。

　
が
ん
の
治
療
は
別
と
し
て
予

防
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、

政
府
の
が
ん
対
策
と
い
う
の
は

予
防
健
診
の
受
診
率
を
高
め
る

為
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
マ
ス
コ

ミ
で
も
、
テ
レ
ビ
の
医
療
番
組

な
ど
で
は
病
気
の
恐
ろ
し
さ
や

怖
さ
を
伝
え
る
"恐
怖
番
組
“
ば

か
り
で
あ
る
。人
類
が
本
来
持
っ

て
い
る
免
疫
の
力
を
十
分
に
働

か
せ
る
こ
と
が
、
が
ん
を
抑
制

す
る
と
い
う
免
疫
学
的
知
見
か

ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
国
を
挙
げ

て
が
ん
患
者
を
増
や
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。

　
と
い
う
訳
で
、
健
康
診
断
を

す
れ
ば
間
違
い
な
く
病
気
が
早

期
発
見
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
が
ん
等
は
い
く
ら
早

く
発
見
し
て
も
駄
目
な
場
合
も

あ
る
訳
で
、
こ
の
よ
う
な
事
を

理
解
し
た
上
で
、
健
康
診
断
を

受
け
た
い
人
は
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
た
い
。

　
医
師
の
立
場
と
し
て
は
、
健

康
診
断
で
早
期
に
発
見
さ
れ
早

期
治
療
を
し
て
も
、
助
か
ら
な

か
っ
た
場
合
の
対
応
に
、
大
変

困
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
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秋 季 講 演 会

平成30年11月 14日㈬　
栃木県教育会館 大ホール

日 時

料理研究家

土井 善晴  氏
講 師

場 所

無料入場料

公益社団法人 宇都宮法人会

14:00～15:40（受付13:30）

028-648-9466TEL

028-648-9468FAX

広告の申込・お問い合わせは

公益社団法人 宇都宮法人会

裏表紙料金
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平
成
31
年

　
広
報
誌
「
宮
び
と
」
の
表
紙
の
テ
ー
マ

が
、「
果
実
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　
果
実
を
辞
典
で
調
べ
て
み
る
と
、
花
が

咲
い
た
後
に
で
き
る
食
用
に
な
る
も
の
。

強
い
甘
味
を
有
し
調
理
せ
ず
そ
の
ま
ま
食

す
る
水
菓
子
。
栄
養
も
多
く
含
み
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
、葉
酸
・
食
物
繊
維
・
ミ
ネ
ラ
ル
・

カ
リ
ウ
ム
・
鉄
な
ど
様
々
な
要
素
を
含
み
、

病
気
の
予
防
や
健
康
作
用
に
期
待
で
き
る

と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
栃
木
県
の
果
実
出
荷
量
30
年
連
続
全
国

第
一
位
は
、
無
論
「
苺
」
で
す
。「
と
ち

お
と
め
」
果
肉
の
大
き
い
「
ス
カ
イ
ベ

リ
ー
」
夏
出
荷
の
「
な
つ
お
と
め
」
今
、

最
盛
期
の
梨
は
、
全
国
第
三
位
。「
幸
水
」

「
豊
水
」「
あ
き
づ
き
」「
に
っ
こ
り
」
と

続
き
ま
す
。
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
と
栗
は
全

国
第
六
位
。
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
、
桃
や
マ
ン
ゴ
ー
、
リ
ン
ゴ
、
葡

萄
も
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」「
巨
峰
」

等
な
ど
。
栃
木
県
は
、
な
ん
と
何
で
も
作

れ
る
地
産
地
消
の
県
に
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。

　
今
年
は
、
最
も
暑
い
夏
で
し
た
。
平
均

気
温
が
1
・
3
度
高
い
26
・
9
度
。
で
も
、

体
感
温
度
は
40
度
を
超
え
て
い
た
と
思

う
。夕
立
も
無
く
夜
も
熱
帯
夜
が
続
い
た
。

エ
ア
コ
ン
を
連
日
使
用
す
る
も
一
番
暑
い

時
の
故
障
に
は
冷
や
汗
を
か
い
た
。

　
夏
の
果
実
に
ス
イ
カ
が
あ
る
。
本
県
の

与
一
ス
イ
カ
は
と
て
も
美
味
し
い
。
ス
イ

カ
に
塩
を
振
り
熱
中
症
予
防
に
有
効
と
の

事
。
昔
は
、薬
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、

ア
ミ
ノ
酸
を
多
く
含
み
「
シ
ト
ル
リ
ン
」

は
、
血
管
を
や
わ
ら
か
く
す
る
効
果
と
、

腎
臓
、
冷
え
や
む
く
み
解
消
と
疲
労
の
軽

減
。
抗
酸
化
作
用
で
美
肌
、
美
白
に
効
果

あ
り
。
今
旬
の
梨
も
、
夏
バ
テ
解
消
と
ア

ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
で
疲
労
回
復
。
加
え
て
消

化
促
進
、
解
熱
効
果
や
食
物
繊
維
、
カ
リ

ウ
ム
等
を
含
み
高
血
圧
症
の
方
に
も
朗

報
。
11
月
か
ら
出
荷
を
迎
え
る
「
苺
」
も

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
葉
酸
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン

を
多
く
含
み
眼
精
疲
労
や
視
力
回
復
が
期

待
さ
れ
、
肌
の
潤
い
に
効
果
あ
り
。
と
っ

て
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　
み
ず
み
ず
し
い
素
肌
は
元
氣
の
源
。
旬

の
果
物
を
是
非
召
し
上
が
っ
て
は
、
如
何

で
し
ょ
う
か
。
で
も
食
べ
過
ぎ
に
は
要
注

意
で
す
。

　
今
年
は
、
猛
暑
と
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
台
風

の
発
生
が
非
常
に
多
い
年
に
な
り
ま
し

た
。
9
月
に
襲
っ
た
台
風
21
号
は
非
常
に

強
い
風
が
吹
き
、
果
実
の
落
下
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
。
1
月
富
士
山
の
雪
が
少
な
い

年
は
、
台
風
が
多
い
と
地
元
の
人
が
言
っ

て
い
た
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
更
に
北

海
道
を
襲
っ
た
震
度
７
の
地
震
。
七
年
前

の
東
日
本
大
震
災
が
よ
み
が
え
り
ま
し

た
。

　「
平
穏
無
事
」
を
祈
り
、
実
り
を
食
し

健
康
で
生
き
て
い
る
事
に
感
謝
し
つ
つ
、

十
五
夜
、
十
三
夜
に
す
す
き
と
月
見
団
子

と
栗
を
お
供
え
し
て
中
秋
の
名
月
を
楽
し

み
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
広
報
委
員
会
副
委
員
長

駅
東
支
部
　
小
杉 

恵
子

会
員
の
声

月

日

行

　
　
　事

会

　
　場

宇
都
宮
法
人
会

　

今
後
の
事
業
予
定（
主
な
も
の
）

新
設
法
人
説
明
会

法
人
会
会
館

10
月
４
日

第
35
回
法
人
会

全
国
大
会
鳥
取
大
会

鳥
取
市

11
日

第
32
回
全
国
青
年
の
集
い

岐
阜
大
会

岐
阜
市

９
日

西
ブ
ロ
ッ
ク

県
外
視
察
研
修

長
野
方
面

31
日

中
ブ
ロ
ッ
ク

県
外
視
察
研
修

茨
城
方
面

７
日

チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
大
会

宇
都
宮
CC

17
日

宇
都
宮
・
気
仙
沼

さ
ん
ま
フ
ェ
ス
タ

ま
ち
か
ど
広
場

３
日

決
算
期
別
法
人
説
明
会

ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮

５
日

決
算
期
別
法
人
説
明
会

護
国
会
館

６
日

新
年
賀
詞
交
歓
会

１
月
15
日

ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

11
月
２
日

国
税
局
長
講
演
会

市
立
南
図
書
館

14
日

栃
木
県
教
育
会
館

秋
季
講
演
会

◆表紙写真に寄せて

「リンゴ」は、青森県・長野県を中心に生産されているが、
栃木県内でも宇都宮市以北の地域で栽培されている。
もぎり立ての「香り」を楽しんでください。

写真提供：竹末次夫（広報委員長）


